
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
使
用
義
務

点
呼
の
際
に
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
つ
い
て
、
国

は

「
停
電
時
も
例
外
扱
い
し
な
い
」
方
針
で
あ
る
こ
と
が
Ｈ
日
ま
で
に
本
紙
の

取
材
で
分
か

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
天
災
も
含
め
、
停
電
が
発
生
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
が
作
動
し
な
く
な

っ
た
場
合
で
も
輸
送
安
全
規
則
に
基
づ

き
行
政
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
「
自
然
災
害
な
ど
で
使
用
不
能
と
な

っ

た
時
」
な
ど
の
適
用
除
外
規
定
が
な
い
た
め
だ
。
国
交
省
は

「
『
緊
急
輸
送
な

の
で
ス
ピ
ー
ド
違
反
し
て
も
い
い
か
』
と
問
わ
れ
、
警
察
は

『
い
い
よ
』
と
は

言
え
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
」
と
説
明
す
る
が
、
明
確
な
除
外
規
定
が
な
い

こ
と
か
ら

「
監
査
の
手
法
」
で
地
方
運
輸
局
ご
と
に
異
な
る
判
断
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
、　
一
部
の
事
業
者
か
ら

「
早
急
に
除
外
規
定
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と

の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
居
忠
幸
、
中
道
幸
男
）

輸
送
安
全
規
則
違
反
に

´
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の

使
用
の
義
務
化
は
当
初
の

予
定
か
ら
１
か
月
遅
れ

て
、
５
月
１
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
中
部
運

輸
局
の
今
田
滋
彦
自
動
車

技
術
安
全
部
長
は

「
天
災

な
ど
で
停
電
が
起
き
た
場

合
に
機
器
が
作
動
せ
ず
、

点
呼
時
に
使
用
で
き
な
け

れ
ば
輸
送
安
全
規
則
違

反
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

停
電
時
も
例
外
扱
い
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
は
予
備
の

「
電
池
式
タ
イ
プ
」
を
用

意
し
た
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
電
源
な
ど
複
数
電
源
の

確
保
が
必
要
に
な
る
。
さ

ら
に
輸
送
安
全
規
則
で
は

「
常
時
有
効
に
保
持
す
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
点
呼

時
以
外
で
も
使
用
で
き
な

い
状
態
が
あ
れ
ば
行
政
処

分
の
対
象
と
な
る

（
初
違

反
で

２０
日
車
の
車
両
停

止
）
。
現
行
法
で
は
停
電

な
ど
で
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
が
使
用
不
能
に
な

っ
た

場
合
の
対
応
は
規
定
さ
れ

て
な
く
、
「
今
後
も
設
け

る
考
え
は
な
い
」
と
今
田

部
長
。

こ
の
話
を
聞
い
た
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
か
ら
、
「
停

電
は
不
可
抗
力
。
そ
れ
な

の
に
処
分
さ
れ
る
の
は
お

か
し
い
」
と
の
意
見
が
本

紙
に
寄
せ
ら
れ
、
本
省
の

担
当
部
署
で
あ
る
自
交
局

安
全
政
策
課
に
緊
急
取
材

し
た
と
こ
ろ
、
「
基
本
的

に
は
今
田
氏
の
説
明
し
た

通
り
」
と
の
回
答
Ю
地
方

運
輸
局
の

一
自
動
車
技
安

部
長
と
し
て
の
私
見
の
は

ず
も
な
く
、
や
は
り
国
の

見
解
だ

っ
た
。
　

一　
．

「万

一
に
備
え
て

電
池
式
用
意
を
」


